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三
井
関
係
文
献
目
録　
　

二
〇
一
八

〈
社
史
な
ど
〉

東
レ
株
式
会
社
『
東
レ
90
年
史
』
東
レ
株
式
会
社
　
二
〇
一
八
年
三
月

〈
単
行
本
〉

若
林
幸
男
『
学
歴
と
格
差
の
経
営
史
―
新
し
い
歴
史
像
を
求
め
て
―
』

日
本
経
済
評
論
社
　
二
〇
一
八
年
二
月

志
村
圭
志
郎
・
前
納
弘
武
編
『
山
口
彦
次
郎
関
連
文
書
集
成
―
化
政
期

大
坂
高
麗
橋
三
井
奉
公
人
の
余
暇
―
』
大
妻
女
子
大
学
人
間
生
活
文

化
研
究
所
　
二
〇
一
八
年
五
月

高
槻
泰
郎
『
大
坂
堂
島
米
市
場
　
江
戸
幕
府
vs
市
場
構
造
』
講
談
社
　

二
〇
一
八
年
七
月

中
井
幸
三
監
修
・
中
井
幸
比
古
編
『
西
陣
の
絣
　
概
要
と
歴
史
―
西
陣

の
き
も
の
（
四
）
―
』
京
の
歴
史
文
化
記
録
会
　
二
〇
一
八
年
九
月

横
山
和
輝
『
日
本
史
で
学
ぶ
経
済
学
』
東
洋
経
済
新
報
社
　
二
〇
一
八

年
一
〇
月

〈
論
文
・
近
世
〉

村
和
明
「
戊
辰
戦
争
の
戦
費
と
三
井
」
奈
倉
哲
三
・
保
谷
徹
・
箱
石
大

編
『
戊
辰
戦
争
の
新
視
点
　
下
　
軍
事
・
民
衆
』
吉
川
弘
文
館
　
二

〇
一
八
年
二
月

中
尾
俊
介
「
横
浜
開
港
場
の
都
市
形
成
―
地
所
割
渡
し
過
程
と
地
割
か

ら
―
」
建
築
史
学
会
『
建
築
史
学
』
七
〇
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

西
中
村
暁
子
「
越
後
屋
史
料
に
み
る
幕
末
大
奥
の
女
性
服
飾
―
天
璋
院
、

和
宮
の
注
文
衣
服
を
中
心
に
―
」
服
飾
美
学
会
『
服
飾
美
学
』
六
四

号
　
二
〇
一
八
年
三
月

樋
口
一
貴
「
円
山
応
挙
の
人
物
画
に
お
け
る
肖
像
表
現
か
ら
故
事
人
物

定
型
化
へ
の
展
開
―
新
出
の
『
寿
老
人
・
竹
に
鶴
図
』
を
中
心
に

―
」
根
津
美
術
館
『
此
君
』
九
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

村
和
明
「
商
人
と
博
打
・
遊
芸
・
男
伊
達
―
三
井
周
辺
に
み
る
十
七
世

紀
商
人
の
横
顔
―
」
木
村
直
樹
・
牧
原
成
征
編
『
十
七
世
紀
日
本
の

秩
序
形
成
』
吉
川
弘
文
館
　
二
〇
一
八
年
三
月

砂
川
佳
子
「
紀
州
藩
主
徳
川
治
宝
と
京
都
の
菓
子
」
虎
屋
文
庫
『
和
菓

子
』
二
五
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

清
水
実
「
近
世
茶
の
湯
の
交
流
―
豪
商
三
井
家
と
紀
州
徳
川
家
―
」

『
出
光
美
術
館
館
報
』
一
八
三
号
　
二
〇
一
八
年
五
月

村
和
明
「
三
井
家
の
家
法
の
浄
書
者
」『
古
文
書
研
究
』
八
五
号
　
二

〇
一
八
年
七
月

武
居
奈
緖
子
「
三
井
越
後
屋
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」『
新
版
　
消
費
行

動
』
晃
洋
書
房
　
二
〇
一
八
年
一
一
月

須
賀
博
樹
「
三
井
組
の
天
保
金
差
し
下
し
―
安
政
六
年
と
安
政
七
年
の

増
歩
の
間
で
―
」
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
『
大
阪
商
業
大
学
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商
業
史
博
物
館
紀
要
』
一
九
号
　
二
〇
一
八
年
一
二
月

賀
川
隆
行
「
元
禄
期
の
為
替
取
引
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
二
号
　
二

〇
一
八
年
一
二
月

下
向
井
紀
彦
「
三
井
越
後
屋
の
雲
州
買
宿
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
二

号
　
二
〇
一
八
年
一
二
月

〈
論
文
・
近
代
〉

五
味
篤
「
製
錬
の
歴
史
：『
串
木
野
鉱
山
』
編
（
三
）
〜
（
六
）　
串
木

野
鉱
山
の
技
術
発
達
史
」
資
源
素
材
学
会
『
季
刊
資
源
と
素
材
』
三

巻
一
〜
四
号
　
二
〇
一
八
年
一
・
四
・
七
・
一
〇
月

大
豆
生
田
稔
「
米
騒
動
前
後
の
外
米
輸
入
と
産
地
」
東
洋
大
学
『
東
洋

大
学
文
学
部
紀
要
　
史
学
科
篇
』
四
三
号
　
二
〇
一
八
年
二
月

呉
起
「
中
国
に
お
け
る
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
に
つ
い
て
―
一
九
一
三

年
の
長
春
で
の
三
井
物
産
へ
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
を
事
例
に
―
」
新

潟
大
学
現
代
社
会
文
化
研
究
科
環
日
本
海
研
究
室
『
環
日
本
海
研
究

年
報
』
二
三
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

呉
起
「
三
井
物
産
に
お
け
る
買
弁
の
廃
止
と
中
国
人
の
雇
用
」
新
潟
大

学
大
学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科
『
現
代
社
会
文
化
研
究
』
六
六
号���

二
〇
一
八
年
三
月

西
尾
典
子
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
産
業
合
理
化
政
策
下
の
安
全
運

動
―
三
井
鉱
山
に
お
け
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
技
術
者
の
対
応
―
」
九

州
大
学
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』

三
三
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

横
山
尊
「
山
本
作
兵
衛
と
日
鉄
二
瀬
禁
酒
聯
盟
」
九
州
大
学
記
録
資
料

館
産
業
経
済
資
料
部
門
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
』
三
三
号
　
二
〇
一

八
年
三
月

石
堂
詩
乃
・
高
槻
泰
郎
・
上
東
貴
志
「『
丁
稚
』
か
『Salary�m

an

』

か
―
神
戸
高
等
商
業
学
校
卒
業
生
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
―
」
企
業
家
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
企
業
家
研
究
』
一
五
号
　
二
〇
一
八
年
七
月

三
科
仁
伸
「
日
比
谷
平
左
衛
門
の
企
業
家
精
神
―
日
本
製
布
・
鐘
淵
紡

績
・
富
士
紡
績
の
再
建
及
び
人
材
育
成
制
度
の
検
討
―
」
三
田
史
学

会
『
史
学
』
八
八
巻
一
号
　
二
〇
一
八
年
一
二
月

木
庭
俊
彦
「
戦
後
復
興
期
に
お
け
る
三
井
鉱
山
の
再
建
整
備
」『
三
井

文
庫
論
叢
』
五
二
号
　
二
〇
一
八
年
一
二
月

鈴
木
邦
夫
「
三
井
物
産
に
よ
る
手
形
の
ロ
ン
ド
ン
回
し
決
済
と
社
内
為

替
手
形
の
取
組
み
―
ロ
ン
ド
ン
支
店
の
為
替
業
務
と
関
連
さ
せ
て

―
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
五
二
号
　
二
〇
一
八
年
一
二
月
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〈
そ
の
他
〉

植
地
勢
作
「
評
伝
　
藤
原
銀
次
郎
（
一
五
）（
一
六
）（
一
七
）（
一

八
）」
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
『
青
淵
』
八
二
六
・
八
二
九
・
八
三

二
・
八
三
五
号
　
二
〇
一
八
年
一
・
四
・
七
・
一
〇
月

栩
木
敬
「
続
・
我
が
国
の
人
事
・
労
務
関
係
の
ル
ー
ツ
を
探
る
　
三
井

家
の
奉
公
人
の
労
働
条
件
」
労
働
調
査
会
『
先
見
労
務
管
理
』
一
五

七
六
・
一
五
七
八
・
一
五
八
〇
・
一
五
八
二
・
一
五
八
四
・
一
五
八

六
・
一
五
八
八
・
一
五
九
〇
・
一
五
九
二
・
一
五
九
四
・
一
五
九

六
・
一
五
九
八���

二
〇
一
八
年
一
〜
一
二
月

郷
土
の
偉
人
に
学
ぶ
教
育
推
進
委
員
会
編
『
三
井
高
利
　
郷
土
の
偉
人

を
知
る
④
』
松
阪
市
教
育
委
員
会
　
二
〇
一
八
年
三
月

サ
ス
キ
ア
・
ト
ゥ
ー
レ
ン
「
三
越
の
言
説
に
よ
る
着
物
の
『
同
時
代

化
』
と
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
影
響
」
服
飾
美
学
会
『
服
飾
美

学
』
六
四
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

朝
烏
和
美
「
筑
豊
の
炭
坑
絵
画
」
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
『
田
川

市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
館
報
』
一
一
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

福
本
寛
「
三
井
田
川
鉱
業
所
伊
田
坑
跡
の
発
掘
調
査
」
田
川
市
石
炭
・

歴
史
博
物
館
『
田
川
市
石
炭
・
歴
史
博
物
館
館
報
』
一
一
号
　
二
〇

一
八
年
三
月

下
向
井
紀
彦
「
史
料
紹
介
　
戦
前
日
本
に
お
け
る
自
動
車
旅
行
の
記
録

―
三
井
高
公
と
自
動
車
仲
間
の
旅
行
―
」（『
交
通
史
研
究
』
九
二
号���

二
〇
一
八
年
三
月

杉
本
喜
一
「
三
井
一
族
・
桜
井
家
に
関
す
る
一
考
」
三
重
郷
土
会
『
三

重
の
古
文
化
』
一
〇
三
号
　
二
〇
一
八
年
三
月

平
井
岳
哉
「
三
井
物
産
と
石
油
化
学
企
業
と
の
関
係
―
技
術
導
入
な
ど

川
上
分
野
を
中
心
に
―
」
獨
協
大
学
経
済
学
部
『
獨
協
経
済
』
一
〇

二
号
　
二
〇
一
八
年
七
月

深
田
智
恵
子
編
・
中
川
邦
昭
写
真
撮
影
『
生
活
文
化
の
粋
　
三
井
別
家

中
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
く
ら
し
の
美
を
探
る
　
四
季
の
し
つ
ら
い
と

も
て
な
し
の
道
具
』
大
阪
市
立
住
ま
い
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
二
〇
一

八
年
三
月

金
子
祐
正
「
明
治
一
五
〇
年
『
近
代
産
業
化
へ
の
貢
献
』
―
益
田
孝
と

渋
沢
栄
一
―
」
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
『
青
淵
』
八
三
一
号
　
二
〇
一

八
年
六
月

海
野
圭
介
「
Ｕ
Ｃ
バ
ー
ク
レ
ー
校
所
蔵
古
典
籍
資
料
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
国
文
学
研
究
資
料
館
『
国
文
研
ニ
ュ

ー
ズ
』
五
二
号
　
二
〇
一
八
年
八
月

華
族
文
化
調
査
委
員
会
編
『
御
料
車
と
華
族
の
愛
車
』
霞
会
館
　
二
〇

一
八
年
一
二
月

〈
補
遺
〉

谷
川
健
一
・
大
和
岩
雄
責
任
編
集
『
民
衆
史
の
遺
産
　
第
二
巻
　
坑

夫
』
大
和
書
房
　
二
〇
一
七
年
一
〇
月


